
福島第一原子力発電所 ２号機原子炉建屋
西側外壁開口工事の進捗状況について

 ５月28日から、２号機原子炉建屋西側外壁開口工事のうち、壁解体作業を開始してお
ります。6月7日夕方時点で29ブロック中23ブロックの解体が完了しています。

 これまでの作業で、放射性物質濃度を監視しているダストモニタや、敷地境界に設置し
てあるモニタリングポストに有意な変動はありません。

 ６月下旬から、原子炉建屋上部解体に先立ち放射性物質の飛散抑制策等を検討するため、
遠隔操作ロボット等によるオペレーティングフロア内での線量・ダスト濃度等を測定す
る調査を行う予定です。
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壁解体の状況
（6月7日夕方時点）
23/29ブロック
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作業前後の放射線量変化状況
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前室 構台

 構台上（前室内）の空間線量は以下の通りです。
 現状では事前の線量評価を下回る水準となっております。

壁開口


